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宇宙太陽発電所 (SPS )  及びその実証実験において発生が示唆されている、大振幅電磁波ビームの強度
空間勾配によって生じるポンデロモーティブ力による電離層プラズマ擾乱現象に着目し、計算機実験や
理論的考察によりその物理現象のメカニズムや特性を解析した。
古　家　直　樹（橋本教授）「Test Particle Simulations on Acceleration of Relativistic Electrons by









「宇宙電磁環境モニターシステム」のアナログ処理部にASIC (Application SpecificIntegrated Circuit：
特定用途向け集積回路）技術を用い、その小型・軽量化を図る。実プロセスを用いてASIC回路の試作
を行い、ASIC 化による問題点の調査およびその改善を図った。















































































































































































































































































































































































































松ヶ谷　篤　史（津田教授）「Frequency domain interferometric imaging to monitor detailed








































































生　田　　　良（白井助教授）「Stability of Aluminum Stabilized Large Scale Superconducting











古　芝　邦　充（白井助教授）「Power System Characteristics of Superconducting Fault Current
Limiter   - Current Limiting Effect and Improvement of Power System
Stability-（超電導限流器の系統特性　－ 限流効果と系統安定度向上効
果－）」
変圧器型超電導限流器に抵抗とZnO素子を並列することで、事故電流抑制による遮断器の負担低減によ
る系統信頼性の向上や事故端の電圧維持による過渡安定度の向上という特徴に加えて、抵抗でのエネル
ギー消費による安定度の向上が見込める限流器を設計し、実験及び数値解析を用いて系統特性を調べた。
森　田　友　輔（白井助教授）「微小電力注入による多機電力系統における固有値オンライン計測と安
定度評価」
高速電力制御可能なエネルギー貯蔵装置（例えばSMES)  から電力系統に微少電力を注入し、これに対
する系統応答からシステム同定の手法を用いて、系統の固有値情報をオンラインで得ることを提案した。
多機くし形系統を模擬したアナログ型系統シミュレータで実証試験を行いその有用性を示した。
野　作　雅　俊（水内教授）「ヘリオトロンJにおけるECE分布のECHパワー吸収依存性」
ヘリオトロンJプラズマからの電子サイクロトロン放射（ECE）分布計測を行い、電子温度分布評価を
行った。電子サイクロトロン共鳴加熱電力吸収分布を中心部へ集中させることにより、中心電子温度が
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上昇し、分布も急峻化することが分かった。
友　清　　　喬（佐野教授）「ヘリオトロンJにおけるイオンサイクロトロン周波数帯加熱による高速イ
オン閉じ込めとイオン加熱効率の研究」
ヘリオトロンJプラズマに電磁波を入射し、少数イオン加熱モードで高速イオン生成とイオン加熱効率
に対する加熱位置、磁場配位、アンテナ位相差依存性を調べた。配位については「高バンピネス」で高
速イオン閉じ込め、バルクイオン加熱ともに効率が高い。
松　山　顕　之（佐野教授）「ヘリオトロンJ磁場におけるイオンのドリフト軌道と新古典輸送の数値シ
ミュレーション」
本研究ではヘリオトロンJ装置について磁気座標系でイオン閉じ込めの数値シミュレーションを行うこ
とで、特に衝突領域でのトロイダル方向のミラー磁場（バンピーネス）制御による輸送の低減を明らか
にするとともに、低衝突領域におけるロスコーン損失の重要性を示した。
大　石　琢　也（吉川教授）「慣性静電閉じ込め核融合（IECF）装置におけるD-3He反応率の強度分布」
陽子検出器と可動遮蔽板とを用いた計数結果から陽子発生密度分布を再構成する手法を開発し、慣性静
電閉じ込め核融合装置内のD-3He核融合反応率の空間分布を明らかにした。その結果、D-D反応とは異
なり、電極表面付近で高いD-3He反応率を示すことが判明した。
西　　　哲　也（吉川教授）「レーザー誘起蛍光計測による電界計測用21S励起Heパルスビームの特性
評価」
シュタルク禁制遷移を利用した電界計測のためのヘリウム励起原子ビーム生成法の高度化に関して、ビ
ーム特性評価やレーザ誘起蛍光計測による励起原子密度評価を行い、特に、励起効率と励起源プラズマ
電流との相関を明らかにするなど、重要な知見を得た。
